
「急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし」

～ 令和 7年度 全国統一防火標語 ～

≫火災予防運動の実施について 

この運動は、毎年、火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、西はりま消

防組合管内の住民のみなさまへ火災予防思想の一層の普及を図り、火災の発生

を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少させるとともに、財産の損

失を防ぐことを目的に実施しているものです。 

 

 ≪期 間≫ 

 ・春季火災予防運動：3 月 1 日～3 月 7 日 

  

 ≪春季火災予防運動 重点項目≫ 

  １．住宅防火対策の推進 

２．地震火災対策の推進 

  ３．林野火災予防対策の推進  

４．特定防火対象物等における防火安全対策の徹底  

５．多数の者が集合する催しに対する火災予防指導等の徹底 

  ６．放火火災防止対策の推進  

  

火災はちょっとした不注意や不始末から発生します。 

火の取り扱いには十分ご注意願います。 

 

↓↓↓参考資料は下記をご覧ください↓↓↓ 

 















http://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/oshirase/2015/10/270105-1.html

http://www.bousai.go.jp/jishin/syuto/denkikasaitaisaku/index.html

分電盤に感震機能を外付けする
タイプで、漏電ブレーカーが設置
されている場合に設置可能。

コンセントに内蔵されたセンサー
が揺れを感知し、コンセントから電
気を遮断。

電気工事が必要なタイプと、コンセ
ントに差し込むだけのタイプがある

ばねの作動や重りの落下により
ブレーカーを落として、電気を
遮断。

分電盤に内蔵されたセンサーが
揺れを感知し、ブレーカーを落と
して電気を遮断。

電気工事が必要 電気工事が必要 電気工事が不要
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今、備えよう。
大規模地震時における
電気火災対策
地震による火災の過半数は
電気が原因です。
過去の大地震では建物の倒壊だけでなく、火災の被害が多く発生しています。
東日本大震災による火災では、上のグラフのとおり、原因の特定されたもののうち過半数は
電気に起因したものでした。

感震ブレーカーは震度5強相当の地震を感知して、電気を自動で遮断します。
感震ブレーカーには分電盤タイプ（内蔵型）、分電盤タイプ（後付型）、コンセントタイプ、簡易タイプがあります。
性能評価を受けた製品には、認証マークや推奨マークが表示されています。商品を選ぶときの参考にしましょう。
また、感震ブレーカーの設置には自治体によって補助制度もありますので、ホームページ等を確認し、問い合わせてみましょう。

分電盤に感震遮断機能が内蔵されています。地震が発生し、
大きな揺れを感知すると、ブザー音がなります。夜間の避難
などを考慮し、すぐには電気を遮断しない機能を持つ機種も
ありますが、その場合には感知して一定時間後、ブレーカー
が落ち、電源を遮断します。設置には電気工事が必要です。

電気火災対策には感震ブレーカーが効果的です。
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既設の分電盤に後から設置できる後付型です。設置には電
気工事が必要となります。また、分電盤の形状や種類によっ
て、取付けが可能なものと不可能なものがあるので確認が
必要です。
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内蔵されたセンサーが地震を感知するとコンセントからの電
気を遮断します。電気が遮断されるのはこのコンセントに接
続された家電のみですので、特に出火の危険性の高い電熱
器具が接続されているコンセントを中心に設置すると効果的
です。避難用の照明や在宅用医療器具等、地震時においても
電力供給が必要な機器への電力供給を継続することができ
ます。コンセントタイプには差込型の他に埋込型もあります。
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地震の振動で主幹ブレーカーをOFFに切り替えます。バネ
で動作するものや、おもりで動作するもの等があります。バ
ネで動作するものは地震を感知すると、中のバネの力でバ
ンドが作動し、物理的に主幹ブレーカーをOFFにします。お
もりで動作するものは、地震の振動でおもりが落ち、つな
がったひもで主幹ブレーカーをOFFにします。簡

易
タ
イ
プ埋込型

内蔵型

後付型

バネ式 おもり
玉式差込型

電気関係
54％

その他
46％

＜認証マーク・推奨マーク＞



どうして電気から
火災が発生するのでしょうか。

電気の使用を再開する際の注意点

電気火災対策と合わせて取り組みましょう

地震が引き起こす電気火災とは、地震の揺れに
伴う電気機器からの出火や、停電が復旧した時
に発生する火災のことを言います。例えば以下
の場合があります。

●地震の揺れで電気ストーブが転倒したり、ス
トーブに落ちた洗濯物から出火する。
●家具が転倒し、その下敷きで断線した電気
コードがショートして出火する。
●水槽が転倒し、水槽用のヒーターが燃える物
に触れて出火する。

揺れが収まった後に電気の使用を再開する際には、ガス漏れ等が発生してい
ないことを十分に確認しましょう。機器の周囲に可燃物がないか、機器やコン
セントに水がかかっていないかなど、建物内の電気製品の安全確認を行い、万
一の出火に備えて消火器等を準備した上で復電しましょう。また、復電後は、
焦げたにおい等の火災の兆候がないか十分に注意し、異常を感じた場合は電
気の使用を中止してください。

感震ブレーカー設置後は電気が止まっても困らないための対策を
感震ブレーカーが作動すると停電となります。
夜間の避難に備えて、停電時に作動する足元
灯や懐中電灯等の照明器具を常備し、照明を
確保しましょう。また、自宅に医療用機器等を
設置している場合は、停電に対処できるよう
にバックアップ電源を確保しましょう。

建物の耐震化や家具の転倒防止に取り組む、暖房器具は耐震自動消火装置付のものにするといった対策や、自宅には住宅用
火災警報器や消火器を備え、火が小さいうちは初期消火をするようにしましょう。

家具の転倒防止 消火器 耐震自動消火装置付



×
林野火災（山火事）を
詳しく知るにはこちら

▶ ▶
消
防
庁

林
野
庁

ルール・マナーを守って

STOP山火事！

キャンプ場でたき火を楽しむ際は、直火では
なく、必ずたき火台を使用しましょう。
水バケツ等を準備するなど、いつでも消火を
行えるようにしましょう。

野焼きは「廃棄物の処理及び清掃に関する法
律」により原則禁止されています。
例外的に行う場合でも、乾燥、強風時は行わ
ないようにしましょう。
例外：農業、林業、漁業を営むためにやむを得ないものとし

て行われるもの



林野火災（山火事）の多くは、火の不注意な取扱いが原因です。

林野火災は急激に広がります。
屋外で火を使うときは、次のことに気を付けましょう。

林野火災注意報・警報が
始まります！

林野火災の月別出火件数（令和2年～6年の平均） 林野火災出火原因（令和2年～6年の平均）

枯れ草焼きの例

野焼きも
危険

消火用の
水を準備

火から目を
離さない

使用後は
完全に消火

林野火災
注意報時の
たき火等を
避ける

火を使う
場所での
ルールを
守る

周囲に
燃えやすい
ものがない
ことを確認

屋外での火の使用時は林野火災に注意！
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（件）

たき火
380件

（32.5％）

火入れ
221件

（18.9％）

1,167件
（100.0％）

その他
397件

（34.0％）

たばこ 48件（4.1％）
※平均値及び割合は四捨五入したものであり、割合が合わないものがある。

マッチ・
ライター
32件（2.7％）

放火（疑い含む） 90件（7.7％）（
6.
6％
）

2～５月が
 特に多い！

た
き
火
、火
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れ
が
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数
以
上
!

約６割

林野火災
警報時の
たき火等は
禁止

たき火をするときは、
最寄りの消防署等への
事前の届出が必要です。
炎があがり火の粉が出るような、火の取扱いを
しようとするとき
は、まずは市町村
（消防本部）に確認
してください。

乾燥・少雨により林野火災が発生・延焼しやす
い時は「林野火災注意報」が、さらに強風が重
なり、林野火災が大規模化しやすい時は「林野
火災警報」が市町村長により発令されます。
注意報の発令中は、たき火等の屋外での火の
使用を控えてください。また、警報の発令中は、
屋外での火の使用は禁止です。

※市町村の条例により異なります。







ゆるサイとゆるサイとゆるサイと

再かくにん！再かくにん！再かくにん！
火災・防災火災・防災火災・防災

感震ブレーカーは、地震の揺れを感知すると自動で電気を遮断し、通電火

災を未然に防ぎます。特に、木造の家がたくさん集まっている場所など、

燃え広がる危険性が高い地域では、その設置が強く推奨されています。

現在、感震ブレーカーの設置率は全国でまだ一部に留まっています。

分電盤タイプ、コンセントタイプ、簡易タイプなど、様々な種類がありま

すので、ご家庭に合ったタイプを選び、設置を検討しましょう。

近年、リチウムイオン蓄電池による
火災が増加傾向！！

大きな地震に備えて、
『感震ブレーカー』を設置！！
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その涼しさと便利さ、火の用心とセットで。その涼しさと便利さ、火の用心とセットで。 膨張・高温＝危険信号膨張・高温＝危険信号

止める電気、守る命。止める電気、守る命。

地震のあと、電
気が火のもとに

なることも。

地震のあと、電
気が火のもとに

なることも。

選べる感震ブレーカー、備え方にも選択肢を。

選べる感震ブレーカー、備え方にも選択肢を。
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